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4 月 26 日、関係者による簡素なオープンセレモニー 

今年の見どころは、3 千人を越える家建設募金 寄付者銘板、上田市景観賞記念ブロンズ、

ご寄付による最新型電子ピアノ、そして新しいパネル展示「らいてうと博史」です。  

博史とらいてうのうつくしい「愛と平和の五〇年」、新資料をくわえた企画展示です。   

 

イベントもいっぱい、サプライズ企画も 

会員にはすでにイベント案内をお送りしましたが、新企画もあります。お問合わせを。 

★5 月 25 日植樹・山菜祭り―ブナ、クリやキハダも植え、採れたての山菜てんぷらとおに

ぎり、野菜たっぷりの汁もの、野点のお茶も楽しめます。苗木セット 3,000 円で名札つ

きの植樹を楽しみませんか。 

 ★6 月 22 日（日）午後１時半より「家」で。 

らいてう講座Ⅰ―「憲法大好きらいてうさん」（講師米田佐代子館長） 

 ★7 月 20 日（日）午後 2 時より「家」で。 

   らいてう講座Ⅱ―講談「博史とらいてう」 

売れっ子女性講談師 宝井琴桜さんの一席（予約受付け中） 

★7 月 28 日（月）午後 2 時より 中川美保さんが「家」に！ 

「愛と平和」の中川美保サクソフォンコンサート決定！  

電子ピアノのお披露目をかねて、カラマツの梢を渡る風とともに楽しいひとときを。 

新グッズに絵葉書登場！ 

今年の新グッズは、「家」の風景とらいてうの写真を組み合わせた絵葉書です。記念にぜ

ひどうぞ。6 枚セット 500 円、1 枚 100 円。通信販売も受け付けます。  
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２００８年 4 月 26 日 

「 ら い て う の 家 」 よ そ お い 新 た に オ ー プ ン ！ 

羽田澄子さん真田へ―福祉関係者らと交流会 

真田らいてうの会は 4 月 12 日、羽田澄子監督の記録映画 

「終りよければすべてよし」の上映会を開催、ぎっしりの 

参加者で好評でした。翌 13 日には「アザレアンさなだ」 

会議室で羽田澄子さんを囲む交流会を開催、アザレアンの 

宮島施設長、かりがね学園の小林園長をはじめ多くの出席 

を得て「この地で安心して生を全うするには」と熱心な話 

し合いがおこなわれました。 

                           羽田名誉館長と上田景観賞ブロンズ   



まだまだイベントがあります。 

※ 岸田衿子さんが今年は 8 月、上田に。「岸田衿子・古矢一穂の絵本展（8.20～25）」 

（お二人と米田館長のトーク＆トークは 8 月 23 日上田駅前情報ライブラリーで） 

※ 昨年思いがけないフルートと「源氏物語」のコラボでみんなを魅了した大和田葉子さん

から、「今年もいいときに」と意味ありげなおたよりです。注目してね。 

車のない人が「家」へ行くには？ 詳しいお問合わせは事務局まで 

①  グループの場合は、上田駅より 9 人乗り「ジャンボタクシー」を利用する方法も。  
②  菅平とその周辺にらいてうの会会員さんのペンションがあり、繁忙期でなければ宿泊

者を「家」まで送迎してくれます。菅平近辺の散策案内もしてくれます。  
③  イベント等のとき、事前申し込みで送迎を確保するプランもあります。  
④  「家」に隣接するホテルでは宿泊者用に上田駅からの送迎バスがあります。  
⑤  チラシを用意します。希望者はお問合わせください。  

 

 

 

 

新しく寄贈された品々 

建設当初から、多くの方のご好意によるご寄贈の品々が「家」を引き立ててきましたが、

今年もオープンまでに数々の逸品が届けられました。 

・富本憲吉作、らいてうが最後まで愛用した湯飲み（奥村家）。 

・1970 年 11 月、らいてうが入院直前に書き上げた色紙「無限創生」。大切に保存してこ

られた持ち主が修復額装して（塚本澄子さん）。 

・世界平和アピール七人委員会全員の署名のあるアピール文の複製（小沼通二さん） 

・最新型電子ピアノ（大河内昭子さん）。 

・パソコン、プリンタ、パワーポイント一式（同上）。 

・奥村博史作銀製帯止め、富本憲吉のやきものをはめ込んである（同上）。 

・自著『エミール 談論』50 冊、頒布して運営資金にというご趣旨（戸部松実さん）。  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

早くも来館申し込み続々  3 月ごろから来館の問合わせや予約が次々にありますが、  
大学・高校等の同窓会や自治体の研修会、各地九条の会の方がた等、団体研修の場合  
には日時・会場や講師のご相談にも応じます。どうぞ事前にお申し込みください。  

 

 

 

 

 NPO 平塚らいてうの会  

東京都渋谷区千駄ヶ谷 4-11-9-303 TEL･FAX 03-3401-6383 

口座番号 ００１５０－９－５５３０４６ ＮＰＯ平塚らいてう

新しい 展示、い ろ いろな イベ ント 、緑 ひろがるあ ずま や高 原の「らいて うの家」に是非お出

かけく ださ い。 運営 のボランテ ィア を募集中 です。 

 

速報！「らいてう忌」で高野悦子さん、柳川慶子さんが講演 

４月１９日、NPO 法人平塚らいてう会総会が東京で、上田・真田からの参加も得て開かれま

した（詳細は次回の会ニュースで）。これに先立ち「らいてう忌」としてらいてうの記録

映画製作にご尽力くださった岩波ホールの高野悦子さんと、朗読劇「この子たちの夏」を

引き継ごうと運動しておられる俳優柳川慶子さんのお話を聞き、感銘を受けました。 

 

４月１０日「家」のオープン準備で大掃除  
今年は庭にまだ雪がいっぱいでしたが、水道を  
開栓し大掃除。真田・上田のらいてうの会のみな  
さんが駆けつけあっという間に終了。  
ペレットストーブのご機嫌（時々消えてしまう  
ことも？）伺いもしながら持ちよりの昼食、い  
つもながらのにぎやかなお昼でした。  

 


